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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
１０
月
２８
日

の
第
２５
回
臨
時
総
会
な
ら
び
に
そ
の
後

の
理
事
会
で
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
角
田
市
長
の
黑
須
貫
で
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
の

移
動
の
制
限
等
の
た
め
、
市
内
で
開
催

予
定
だ
っ
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
、
本
公
社
で
も
交
流
事
業
等
の

実
施
も
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
目
黒
区
の
小
学
生
と
の
農
業
体

験
交
流
や
目
黒
区
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
、
農
業
体
験
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
土

の
塾
」
な
ど
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
残
念
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
角
田

市
の
農
業
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
行
く

た
め
に
、
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災

害
に
備
え
な
が
ら
、
農
地
集
積
を
は
じ

め
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
農
業
技

術
の
向
上
、
人
材
の
確
保
、
効
率
的
か

つ
高
生
産
性
の
土
地
利
用
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
台
風
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
る
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
、
皆
様
と
共
に

粘
り
強
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の

ご
活
躍
、
そ
し
て
災
害
の
な
い
実
り
多

い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

令
和
２
年
１０
月
２８
日
（
水
）
に
第
２５

回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
構
成
団
体
の

体
制
変
更
に
よ
り
理
事
か
ら
辞
任
届
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
役
員
の
選

任
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
１０
月
１３
日
開
催
の
理
事

会
に
お
い
て
、
当
公
社
の
顧
問
で
あ
る

荒
川
隆
氏
の
顧
問
の
委
嘱
期
間
が
満
了

と
な
る
た
め
、
再
度
、
令
和
２
年

月

日
付
け
で
２
年
間
（
令
和
４
年
１０
月

２８
日
ま
で
）
委
嘱
す
る
こ
と
で
承
認
を

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
委
嘱
状
の
交
付

を

月
２
日
に
黑
須
理
事
長
よ
り
行
い

ま
し
た
。

な
お
、
理
事
会
で
は
あ
わ
せ
て
、
長

年
、
理
事
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
大
友
喜
助
氏
に
も
顧
問
と
し
て
委
嘱

す
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
、
顧
問
と
し
て
、

委
嘱
状
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。（
委
嘱

期
間
に
つ
い
て
は
、
荒
川
顧
問
と
同
様

で
す
）

黑
須
理
事
長
、

舟
山
副
理
事
長
が
就
任

臨
時
総
会
終
了
後
、
新
た
に
選
任
さ

れ
た
理
事
、
監
事
が
出
席
し
て
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
、
副
理
事
長
の

選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
理
事
長
に
黑
須
貫
氏
（
角
田
市
長
）、

副
理
事
長
に
舟
山
健
一
氏
（
Ｊ
Ａ
み
や

ぎ
仙
南
組
合
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人

角
田
市
農
業
振
興
公
社

〒
９
８
１‐

１
５
０
５

宮
城
県
角
田
市
角
田
字
大
坊
四
一

電

話

（
〇
二
二
四
）
六
三‐

二
三
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
〇
二
二
四
）
六
一‐

一
五
二
一

黑須理事長から委嘱状の交付を受ける荒川顧問

◆ 発 行 ◆

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り

第

回
臨
時
総
会
及
び

第
３
回
理
事
会
を
開
催

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

理事長

黑須 貫 

公
社
顧
問
に
荒
川
隆
氏
再
任

大
友
喜
助
氏
新
任

委
嘱
状
交
付

第 回臨時総会の様子
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伴
い
、
き
ち
ん
と
ソ
フ
ト
が
消
費
税
率

を
計
算
で
き
て
い
る
か
の
確
認
方
法
や

仕
訳
の
確
認
、
集
計
作
業
、
減
価
償
却

資
産
登
録
、
決
算
仕
訳
、
青
色
申
告
決

算
書
の
出
力
の
仕
方
な
ど
テ
キ
ス
ト
を

見
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。

長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
席
し
た
会
員
か
ら
は
、
講
師
の
先
生

に
対
し
て
、
普
段
、
農
業
簿
記
を
入
力

し
て
い
る
中
で
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に
受
講
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
伴
い
、
外
出
や
移
動
の
自
粛
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
事
業

は
、
中
止
し
ま
し
た
。

【
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
土
の
塾
】

例
年
８
月
下
旬
に
３
泊
４
日
の
日
程

で
、
市
内
農
業
者
宅
に
宿
泊
し
て
開
催

し
て
き
た
が
、
主
な
参
加
者
で
あ
る
東

京
農
大
の
学
生
に
つ
い
て
、
大
学
と
し

て
学
生
の
研
修
等
の
派
遣
を
中
止
と
し

た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
土
の
塾
は
中

止
と
し
た
。

【
目
黒
区
関
係
の
交
流
事
業
等
】

〇
枝
野
小
学
校
と
目
黒
区
下
目
黒
小

学
校
の
農
業
体
験
学
習

・
枝
野
小
学
校
の
み
の
稲
刈
り

月
３
日
（
土
）

〇
西
根
小
学
校
と
目
黒
区
月
光
原
小

学
校
の
農
業
体
験
学
習

・
西
根
小
学
校
の
み
の
稲
刈
り

９
月
１９
日
（
土
）

〇
北
郷
小
学
校
と
目
黒
区
緑
ヶ
丘
小

学
校
の
農
業
体
験
学
習

・
北
郷
小
学
校
の
み
の
稲
刈
り
体
験

１０
月
７
日
（
水
）

〇
目
黒
区
消
費
生
活
展
へ
の
出
店

・
主
催
者
側
の
中
止
に
よ
り
出
店
せ
ず

〇
目
黒
区
商
工
ま
つ
り
へ
の
出
店

・
主
催
者
側
の
ま
つ
り
中
止
に
よ
り
出

店
せ
ず
。

今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
事

業
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
調
整
を
し
、
開

催
や
参
加
が
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
社
と
し
て
も
協
力
し
、
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

本
公
社
の
荒
川
隆
顧
問
が
、
こ
の
度
、

一
般
社
団
法
人
全
国
酪
農
協
会
か
ら

『
農
業
・
農
村
政
策
の
光
と
影
』
と
題

し
て
、
著
書
を
出
版
し
、
発
売
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
是

非
、
購
入
下
さ
い
。

〇
発
行
日

令
和
２
年
１０
月
１６
日
（
金
）

Ｂ
５
判

１
６
２
頁

〇
販
売
価
格

千
六
百
五
十
円
（
税
込
・
送
料
別
）

※
書
店
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
申
込
先

一
般
社
団
法
人
全
国
酪
農
協
会
指
導
部

電
話

０
３‐

３
３
７
０‐

７
２
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３‐

３
３
７
０‐

３
８
９
２

申
込
先
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

左
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
ご
注

文
下
さ
い
。

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
角
田
肉
牛
部
会
で

は
、

月

日
（
土
）
に
第
２
回
角
田

産
仙
台
牛
祭
を
道
の
駅
か
く
だ
（
産
直

広
場
あ
ぐ
り
っ
と
で
も
販
売
）
で
開
催

さ
れ
、
当
公
社
で
も
後
援
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
牛
肉
の
価
格
が
低
下
し
、
経
営
に

苦
し
む
畜
産
農
家
が
、
市
の
補
助
を
受

け
、
牛
肉
の
消
費
拡
大
、
販
売
促
進
の

た
め
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、

多
く
の
来
場
が
あ
り
、
角
田
産
仙
台
牛

を
も
と
め
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
購
入
者
に
は
、
も
れ
な
く
あ
ぶ

く
ま
納
豆
が
配
布
さ
れ
、
角
田
産
の
新

米
や
梅
干
し
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

に
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
会
場
は
、

大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

販
売
開
始
か
ら
、
１
時
間
ほ
ど
で
、

用
意
し
て
い
た
角
田
産
仙
台
牛
は
完
売
。

と
て
も
盛
況
で
し
た
。

今
後
も
公
社
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
後
援
し
、
協
力
し
て
い
く

体
制
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
２
回
角
田
産
仙
台
牛
祭
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
実
施

で
き
な
か
っ
た
公
社
事
業
に
つ
い
て

△仙台牛を買い求める購入者

お申込先ＨＰのＵＲＬ：

△熱心に受講する会員

荒
川
隆
顧
問
の
著
書
『
農
業
・
農
村
政

策
の
光
と
影
』
好
評
発
売
中

本 の 申 込 み

は、こちらの

コードからも

できます。👇👇
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角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
（
森
谷

茂
会
長
・
会
員
５１
名
）
は
、

月

日

（
木
）「
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」
に
て
、
黑
須
角
田

市
長
を
お
招
き
し
角
田
市
の
農
政
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
農
政
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
経
営
者
会
議
の
事

業
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
会
員
１２
名
と
角
田
市
か
ら
黑
須
市

長
の
ほ
か
、
堀
米
農
林
振
興
課
長
、
渡

邊
補
佐
、
渡
部
係
長
、
菅
原
係
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

森
谷
会
長
、
黑
須
市
長
の
挨
拶
後
、

森
谷
会
長
が
座
長
と
な
り
、
角
田
市
の

今
後
の
農
政
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、

現
状
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
今
後
の
農
政
に
つ
い
て
、

農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
、
今
年
度
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
・
現
状
把
握
、
農
地
の
集
約
化
に
関

す
る
将
来
の
方
針
）
に
向
け
、
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
圃
場
整
備
計
画
に
つ
い

て
も
、
現
在
、
市
内
２
地
区
で
営
農
構

想
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
お
り

計
画
が
進
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
角
田
市
の
農
業
の
基
本
理
念

で
あ
る
『
暮
ら
し
と
命
を
守
る
農
業
』

を
基
本
理
念
に
安
全
・
安
心
、
新
鮮
で

お
い
し
い
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
で
は
、
６
次

産
業
の
取
り
組
み
を
行
う
経
営
形
態
も

推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
多
く
の
取
組
み
・
市
民
力
を

つ
な
げ
る
た
め
に
、
財
政
的
、
経
営
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
市
内
の
認
定
農
業
者
の
減
少
し

て
い
る
現
状
の
話
が
あ
り
、
令
和
３
年

度
の
国
の
予
算
概
算
要
求
さ
れ
て
い
る

『
経
営
継
承
・
発
展
等
支
援
事
業
』
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
今
後
も
情

報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
国
の
事
業

の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
、
若
い
後

継
者
の
挑
戦
・
育
成
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
『
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
』
の
活
用
に
よ
る
農
業
関
係
の
情

報
発
信
も
積
極
的
に
進
め
、
農
業
振
興

公
社
が
中
心
と
な
り
、
農
業
体
験
や
移

住
体
験
が
で
き
る
仕
組
み
作
り
か
ら
新

規
就
農
者
の
獲
得
に
つ
な
げ
た
い
と
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
か
ら
現
状
に
対
す
る
支

援
策
（
納
豆
セ
ン
タ
ー
関
係
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
用
に
よ
る
人
件
費

の
支
援
関
係
）
に
つ
い
て
の
説
明
と

月
に
角
田
産
農
作
物
（
ネ
ギ
）
を
食
材

に
し
て
リ
モ
ー
ト
料
理
教
室
の
配
信
を

行
う
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
会
員
か

ら
は
、
農
作
業
風
景
の
動
画
を
作
成
し
、

高
校
及
び
大
学
等
へ
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
農
業
体
験
の
受
け
皿
を
早
期
に
募

集
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
、
丸
森

町
と
角
田
市
と
の
連
携
に
よ
る
排
水
対

策
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て
の
要
望

等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

黑
須
市
長
と
出
席
し
た
経
営
者
会
議

会
員
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

月

日
（
金
）
、
角
田
市
農
業
青

色
申
告
会
（
宍
戸
明
美
会
長
）
と
角
田

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
と

の
共
催
で
農
業
青
色
申
告
会
の
会
員
ら

を
対
象
に
、
農
業
簿
記
操
作
研
修
会
を

公
社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ

て
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

農
業
簿
記
の
ソ
フ
ト
会
社
で
あ
る
ソ

リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招
き

し
て
、「
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
１１
」
の
ソ

フ
ト
と
研
修
用
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
操

作
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
昨
年
の
税
制
改
正
で

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に △農業簿記操作説明会の様子

角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
農

業
簿
記
操
作
研
修
会
を
開
催

△意見に答える黑須市長

～
黑
須
貫
市
長
と
語
る
～

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
農
政
懇
談
会
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～
月
光
原
小
学
校
・
西
根
小
学
校
～

西
根
小
学
校
で
は
９
月
１９
日
（
土
）

に
全
校
児
童
５５
名
で
「
あ
ぶ
く
ま
農
学

校
」
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
月
光
原
小
学
校

の
児
童
を
迎
え
て
の
田
植
え
稲
刈
り
等

の
農
業
体
験
交
流
が
で
き
ず
残
念
で
し

た
が
、
児
童
た
ち
は
、
楽
し
ん
で
稲
刈

り
を
し
て
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
は
じ
め
の
会
を
体
育
館
で
行

い
、
そ
の
後
、
田
ん
ぼ
に
移
動
し
て
、

全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
稲
刈
り

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
慣
れ
な
い
様
子
で
し
た

が
、
育
成
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

は
せ
が
け
が
で
き
る
よ
う
に
刈
っ
た
稲

を
児
童
た
ち
が
慣
れ
た
様
子
で
ま
と
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
育
館
に
移

動
し
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
副
校
長

（
角
田
市
教
育
長
）
か
ら
稲
刈
り
体
験

証
明
書
が
授
与
さ
れ
、
児
童
か
ら
の
感

想
発
表
が
あ
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

～
下
目
黒
小
学
校
・
枝
野
小
学
校
～

枝
野
小
学
校
で
は

月
３
日
（
土
）

３
～
６
学
年

名
で
、
農
業
稲
刈
り
体

験
及
び
稲
刈
り
体
験
証
明
書
授
与
式
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
下
目
黒
小
学
校
児
童
関

係
者
を
迎
え
て
、
田
植
え
が
で
き
ず
、

稲
刈
り
も
一
緒
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
枝
野
小
学
校
北
側
の
１０
ア
ー
ル
の

田
ん
ぼ
で
、
午
前
中
に
全
員
で
稲
刈
り

を
し
て
、
稲
刈
り
終
了
後
小
学
校
体
育

館
に
移
動
し
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
副
校

長
（
角
田
市
教
育
長
）
か
ら
稲
刈
り
体

験
証
明
書
が
授
与
さ
れ
、
各
学
年
の
代

表
者
か
ら
の
感
想
発
表
が
あ
り
、
目
黒
区

と
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
目
黒
氏

を
先
祖
に
持
つ
目
黒
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
交
流
の
歴
史
、
学
習
田
の
所
有
者
の

門
馬
さ
ん
か
ら
、
お
米
作
り
の
苦
労
や

大
変
さ
、
大
切
さ
な
ど
の
お
話
が
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
閉
会
し
ま
し
た

～
緑
ヶ
丘
小
学
校
・
北
郷
小
学
校
～

北
郷
小
学
校
で
は
、

月
７
日
（
水
）

５
年
生
２４
名
で
、
農
業
稲
刈
り
体
験
及

び
稲
刈
り
体
験
証
明
書
授
与
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
稲
刈
り
指
導
等
は
地
元
の

農
協
青
年
部
が
行
い
、
児
童
は
鎌
を
使

っ
て
稲
刈
り
を
行
い
、
い
っ
た
ん
き
れ

い
に
稲
束
を
ま
と
め
て
お
い
て
か
ら
、

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
脱
穀
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
は
稲
刈
終
了
後
小
学
校
に

移
動
し
て
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
副
校
長

（
角
田
市
教
育
長
）
か
ら
稲
刈
り
体
験

証
明
書
が
授
与
さ
れ
、
児
童
か
ら
感
想

発
表
を
行
い
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

～
目
黒
・
角
田
絆
交
流
～

目
黒
・
角
田
絆
交
流
で
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
交
流
事

業
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
交
流
田

の
稲
刈
り
を
９
月
２４
日
に
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
生
が
稲
刈
り
を
体
験


